□関東・東北豪雨災害 資料レスキュー私記 ―最終回―

茨城史料ネット代表　高橋　修


8、レスキューの後に

　被災資料の確認調査3日目、9月20日の午後、三坂新田町のI家でレスキューした水損資料は、その夜、私の車で茨城大学へ運び込まれた。一緒に大学に戻れるメンバーがいなかったので、この日行われていた県内市町村の採用試験を受験した大学院生を大学に召集し、資料を実習室に搬入、作業台の上にブルーシートを敷いて、一晩仮置きした。翌日に梱包して、東北大学災害科学国際研究所に発送して完了する予定であったが、予期せぬ事態が待ち構えていた。
　翌21日、大学で院生1名、OB1名とともに、水損した資料の際梱包に取り掛かった。運送会社のクール便で東北大学に搬送するためだ。一晩置いただけで、明らかに匂いがひどくなっている。資料のまとまりごとに名札を入れ、ビニール袋で何回かくるみ、ビニールテープで口を閉じていく。さらにその上からブルーシートで包み、段ボール箱に入れられるものは入れて、ビニールテープで丁寧に閉じていく。匂いは漏れていない。これで大丈夫！
　大学から比較的近い運送会社の集配所に持ち込み、クール便の依頼をする。ところが受け取ってもらえない。かなり中身が怪しまれている。冷静にみれば、この荷物はかなり怪しい。段ボール箱５個の他に、ブルーシートで厳重に梱包された包みが10包み、中には不思議な形をしたものもある。中身について嘘はつけないので、「濡れ気味の古い書物」と申告していた。店内では本社に電話で確認していたが、結局「予冷がされていないこと」「送る荷物の中身について前例が無いこと」を理由に、発送は拒絶されてしまった。
　どうしよう？一刻も早く冷凍しなければ、カビが発生・進行してしまう！一同途方に暮れる。とりあえず受け入れ先の東北大学災害科学国際研究所に電話で事情を説明すると、なんと翌日、車で受け取りに来てくれるという。助かった！本当にありがたいことだ。この後、一旦大学に戻した資料は、翌朝、同研究所の車で東北へと旅立っていった。それを見送り、後始末まで含めて5日間を要した茨城史料ネットの被災資料の調査・レスキュー活動は、ようやく終了した。
　ただしこれで常総市での史料レスキュー活動がすべて終了したわけではない。東北大学に送った資料の真空凍結乾燥が終わった後の処理は、もちろん我々が責任を持って行わなければならない。その後は、資料整理や公開も必要になるだろう。東日本大震災の被災資料がいまだに片付かず、その後も断続的に運び込まれる資料の整理・保全作業に追われている我々にとって、さらに重い課題を背負い込むことになったことは間違いない。元気を出して、学生・市民とともに前向きに取り組んでいきたい。
　この常総市での一連の活動は、新聞等でも報道されたので、その後、被災者から資料に関する問い合わせが数件届いている。これにも責任ある対応をしていきたい。また数日後には、常総市役所の公文書が水損しているという情報がもたらされる。その初期対応にも、我々は、関係機関の研究者と共同して当たることになるわけだが、その経緯や成果についての報告は、機会を改めることにしたい。
　今回も、水害という危機にあたり、全国の市民や研究者、研究機関から、大きな御支援をいただいた。寄せられたご厚意に恥じないよう、被災地の復興を力強くサポートしていきたいと思う。茨城史料ネットを代表して、皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げたい。
（転載歓迎、おわり）

⇒関東・東北豪雨災害による資料レスキューに関するお問い合せは、

茨城史料ネット　代表　高橋修　osamu.takahashi.nzn@vc.ibaraki.ac.jp　まで

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてのご送金をお願い申し上げます。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］00190-2-672263
----------------------------------------------------------------------
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